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薫

風

の

候

宮

崎

県

防

衛

協

会

青

年

部

会

宮

崎

支

部

会

員

に

於

か

れ

ま

し

て

は

、

益

々

ご

清

福

の

段

、

大

慶

至

極

に

存

じ

上

げ

ま

す

。

皆

様

に

は

日

頃

よ

り

当

支

部

運

営

に

際

し

て

特

段

の

ご

高

配

を

賜

り

、

深

甚

な

る

敬

意

を

表

す

と

共

に

、

倍

旧

の

ご

支

援

を

伏

し

て

お

願

い

申

し

上

げ

る

次

第

で

す

。

四

月

は

北

朝

鮮

ミ

サ

イ

ル

騒

動

の

影

響

で

地

元

の

新

田

原

基

地

や

都

城

駐

屯

地

は

云

う

に

及

ば

ず

、

遠

く

習

志

野

駐

屯

地

の

観

桜

会

ま

で

中

止

と

な

り

、

誠

に

残

念

至

極

で

し

た

。

従

っ

て

私

自

身

の

予

定

も

大

幅

に

狂

い

ま

し

た

が

、

七

日

の

習

志

野

駐

屯

地

桜

祭

(

中

止

)

及

び

空

挺

同

志

会

総

会

に

併

せ

て

開

催

し

た

同

期

会

に

は

馳

せ

参

じ

、

当

時

ご

指

導

頂

い

た

班

付

や

長

崎

か

ら

駆

け

つ

け

た

同

期

と

、

四

十

年

振

り

の

邂

逅

を

果

た

し

た

次

第

で

す

。

昭

和

四

十

八

年

往

時

の

建

造

物

は

僅

か

で

し

た

が

、

降

下

塔

や

跳

び

出

し

塔

等

に

青

春

の

血

を

燃

え

滾

ら

せ

た

我

等

の

｢

空

挺

魂

｣

は

、

今

尚

は

健

在

だ

っ

た

よ

う

な

気

が

し

ま

す

。

曾

て

習

志

野

原

は

江

戸

幕

府

直

轄

の

大

和

田

原

と

呼

ば

れ

た

放

牧

場

で

、

明

治

六

年

四

月

、

西

郷

隆

盛

麾

下

の

近

衛

兵

に

よ

り

、

天

皇

親

裁

初

の

陸

軍

大

演

習

が

実

施

さ

れ

た

所

で

す

。

天

皇

は

演

習

を

指

揮

し

た

篠

原

少

将

の

見

事

な

采

配

に

感

銘

さ

れ

、

篠

原

を

見

習

え

と

の

「

習

篠

原

」

の

御

言

葉

を

賜

り

、

そ

れ

か

ら

こ

こ

が

「

習

志

野

原

」

と

命

名

さ

れ

ま

し

た

。

当

時

目

黒

に

駐

屯

し

て

い

た

騎

兵

大

隊

の

習

志

野

移

駐

に

伴

い

騎

兵

旅

団

が

編

制

さ

れ

、

三

十

年

後

の

明

治

三

十

六

年

に

「

坂

の

上

の

雲

」

の

主

役

の

一

人

で

「

日

本

騎

兵

の

父

」

と

呼

ば

れ

た

皆

様

良

く

ご

存

じ

の

「

秋

山

好

古

閣

下

」

が

、

二

代

目

騎

兵

第

一

旅

団

長

と

し

て

こ

の

習

志

野

駐

屯

地

の

歴

史

の

一

項

目

に

い

よ

い

よ

登

場

致

し

ま

す

。

そ

し

て

日

露

戦

争

時

に

は

ロ

シ

ア

兵

、

第

一

大

戦

時

は

ド

イ

ツ

兵

俘

虜

収

容

所

等

を

開

設

、

更

に

鉄

道

連

隊

が

展

開

さ

れ

、

そ

の

後

騎

兵

旅

団

か

ら

戦

車

旅

団

へ

と

変

貌

を

遂

げ

ま

し

た

。

因

み

に

旧

陸

軍

空

挺

発

祥

の

聖

地

は

川

南

町

の

唐

瀬

原

で

、

習

志

野

駐

屯

地

に

臨

時

空

挺

練

習

隊

が

移

駐

開

設

さ

れ

た

昭

和

三

十

年

か

ら

が

、

第

一

空

挺

団

の

歴

史

の

幕

開

け

で

す

。

そ

の

時

代

の

戦

略

や

戦

術

の

変

遷

、

及

び

最

先

端

兵

器

の

出

現

に

伴

い

、

部

隊

運

用

等

は

刻

々

と

進

化

を

求

め

ら

れ

、

戦

史

を

紐

解

く

度

に

「

今

日

の

成

功

は

明

日

の

成

功

を

決

し

て

約

束

す

る

も

の

で

は

な

い

」

と

の

古

諺

を

、

つ

く

づ

く

痛

感

さ

せ

ら

れ

ま

す

。

さ

て

空

挺

団

や

習

志

野

の

事

ば

か

り

に

紙

幅

を

割

き

ま

し

た

が

、

三

月

三

十

一

日

は

宮

崎

空

港

に

て

防

大

生

十

二

名

、

自

衛

隊

生

徒

十

名

の

壮

行

会

を

挙

行

し

、

四

月

八

日

は

五

十

八

期

生

徒

入

校

式

参

加

の

た

め

横

須

賀

の

武

山

駐

屯

地

。

又

同

九

日

、

十

日

は

宮

崎

護

国

神

社

で

の

戦

没

者

慰

霊

行

事

支

援

に

、

当

支

部

よ

り

八

名

の

有

志

に

ご

協

力

賜

り

ま

し

た

。

続

い

て

二

十

二

日

は

北

熊

本

駐

屯

地

の

第

八

師

団

創

立

五

十

周

年

記

念

式

典

に

参

加

し

、

仲

連

隊

長

指

揮

す

る

第

二

十

四

連

隊

と

、

藤

原

連

隊

長

指

揮

下

の

第

四

十

三

連

隊

等

の

郷

土

精

鋭

普

通

科

連

隊

の

整

斉

た

る

車

両

行

進

を

、

頼

も

し

く

拝

見

さ

せ

て

頂

い

た

と

こ

ろ

で

す

。

絶

好

の

シ

ー

ズ

ン

を

迎

え

、

皆

様

の

益

々

の

ご

活

躍

を

衷

心

よ

り

祈

念

致

し

ま

す

。

平

成

二

十

四

年

五

月

一

日

宮

崎

県

防

衛

協

会

青

年

部

会

宮

崎

支

部

長

小

倉

和

彦
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